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こざがわ
清流に元気あふれるまち “古座川”

マナーを守って
交 通 安 全

運動場で交通安全教室（高池小学校）



20

30
65

町

(

50

E
M

広報こざがわ６月号｜２

６月号特集
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の補助金をお得に活用しよう！
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お願い:補助金を受けたい方はいずれも所得要件等詳細規定がありますので、担当課にご相談下さい。
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お願い:補助金を受けたい方はいずれも所得要件等詳細規定がありますので、担当課にご相談下さい。
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道 の 駅 を ＰＲ

５月２４日、大阪市におきまして「近畿道の駅シンポジウム」

が開催されました。今回のシンポジウムでは、休憩、情報、地

域連携の基本機能のほか、新たに道の駅が担う役割や、道の駅

機能の向上について話し合われました。

シンポジウムのパネリストとして町長が選ばれ、パネルディ

スカッションに参加し、４００人の関係者の前で、道の駅「瀧

之拝太郎」を例に、物産販売所や役場出張所などの生活交流拠

点だけではなく、防災拠点として、避難所や診療所、ヘリポー

トが集約されていることなどが紹介されました。

【産業振興課】

こざがわ

町の取り組み

区 長 連 合 会 を 開 催

４月２５日ぼたん荘で、平成２５年度区長連合会総会が

開かれました。この会議は、区長さん方の親睦を図り、町

行政との円滑な意思疎通を図るために毎年開催されており、

町内の区長さん４２名と町長はじめ町職員が出席しました。

はじめに区長連合会の役員改選が行われ、会長に谷口友

弘さん（山手区長）、副会長に森山孝弘さん（西川区長）

が、昨年度に引き続き再任されました。改選後、正副会長

から改めて挨拶がありました。

引き続き町長挨拶、新年度各課の重点事項説明がありま

した。その後、中崎

トンネル工事に関す

ることや災害対策な

どについて、質疑応

答が行われました。

今後とも区長さん

はじめ町民の皆様に

は、町行政にご協力

下さいますようお願

いします。

町内の区長さんが勢揃い
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近畿道の駅シンポジウムに参加

古 座 中 学 校 合同 避難訓練

５月３０日に古座中学校において、地震・大津波発生を想定した合同避難訓練が

実施されました。訓練には生徒と教職員の他に、保護者や高池下部自主防災会、役

場職員など約４０名が参加しました。

参加者は裏山へ避難した後、体育館で６班に分かれて避難所生活を想定した様々

な訓練を行いました。生徒たちは地域住民

の方と協力して、それぞれの訓練に真剣に

取り組んでいました。

( 訓練の内容 ）

○炊き出し ○パーティションづくり

○テントの組立て ○水運搬

○防災無線、発電機の操作

○簡易トイレづくり

【総務課】

地域の方々と一緒に

寄贈されたかまどを使っての炊き出し訓練

区長連合会総会の様子

瀧之拝太郎も参加してのＰＲ活動

０次の備え
いつもケータイ！

1次の備え
非常持ち出し品

2次の備え
安心ストック

●家庭や勤務先…一日の多くを過ごす場所には
   「非常持ち出し品」を備えましょう
　
●とっさの時に、さっと持ち出して逃げられる
   コンパクトな１パックです

●非常時、ライフラインが途絶え、もしもの手助けが
   届かなかったとしても、何日かは自給自足してしの
   げる物品を備蓄しましょう

●キッチンや、押し入れ、ガレージ、物置などに、ケース
   にまとめ取り出しやすく、持ち運びしやすく飲食な

ど   消耗品は、少なくとも3日間分～備えたい

●ライフラインが止まった家で、被災生活を過ごすこと
   になるかもしれない時に、安心なセットを考えましょう

●「非常持ち出し品」として備えるものの
   中から、携帯できそうなものは、いつも
   使うバックや、ポケットに入れ身につけて
   おきましょう

   　阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センターの資料を基に作成(http://www.dri.ne.jp/)

●被災の一日、命が安全なところに逃げるときに
   これだけは持っていたい、という最低限の備え

●合わせて頭・足元を守って逃げられる備えも

●どこに置く？玄関・寝室…持ち出しやすいところに。
   車のトランクに予備を置くのもいいでしょう

飲料水（500ｍℓ）、携帯食、携

帯電話、連絡メモ・備えリスト、

現金、筆記用具、ハンカチなど

飲料水（1人1.5ℓ程度）、非常持ち出し袋、非常

食、運動靴、懐中電灯、万能ナイフ、ロープ（１

０m ) 、現金、救急用品セット、簡易トイレ、

ウェットティッシュ、ポリ袋、タオル、ライター、

雨具など

衣類、毛布、保存食類、ドライシャン

プー、工具類、地図、新聞紙、ローソク、

カセットコンロ、予備電池など
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お知らせと情報
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平成２５年７月３１日の有効期限満了に伴い被保険者証（以下、「保

険証」という。）を更新いたします。７月中旬頃から順次簡易書留郵便

にて郵送する予定ですので、それが届くまでは現在お持ちの保険証「み

ず色」をご使用ください。今回お届けする『うすいオレンジ色』の保険

証は７月１日から有効となります。

（「みず色」の保険証は平成２５年８月１日以降使用できません。）

○現在お持ちの保険証「みず色」について

新しい保険証『うすいオレンジ色』がお手元に届き次第、「みず色」の

保険証は、役場本庁または各出張所にご返却いただくか、ご自分で細か

く裁断するなどして、住所・氏名などが他人に知られないよう十分ご注

意のうえ、処分してください。

※平成２５年度住民税の課税所得により、自己負担額の割合が変更になっ

ている場合がありますのでご確認ください（住民税の課税所得が１４５

万円以上の被保険者のいる世帯の方は、一部負担金の割合が３割となり

ます）。

（例） 今まで１割だった方が３割負担に変更となる場合

「３割（平成２５年７月３１日までは１割）」と表示されます。

後期高齢者医療制度の被保険者証が

に変わります

ハッチョウトンボの羽化



 ５月１８日高池保育所、三尾川へき地保育所合同の親子遠足

を潮岬で実施いたしました。

当日は絶好の遠足日

和となり、４歳児以下

は保護者や保育士といっ

しょに輪になって体操、

自己紹介などを行いま

した。

５歳児（年長児）は

潮岬灯台を見学し保育

所生活最後の思い出を

作りました。その後、

フォークダンスやゲー

ム遊びなどをして楽し

いひとときを過ごしま

した。

【住民福祉課】
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４月１０日に和歌山市「和歌山県民文化会館」におい

て、平成２４年度和歌山県消防功労者定例表彰式が開催

され、町内では次の方々が受章されました。（敬称省略）

○消防庁長官表彰 防災功労者

古座川町消防団

○消防庁長官表彰 永年勤続功労章（３５年以上）

副団長 新屋 了

○和歌山県知事表彰：永年勤続功労章（２５年以上）

団長 前田 稔

○和歌山県知事感謝状

元消防団長 中谷 享輔 【総務課】

長年の功労が称えられ

望 楼 の 芝 で 親 子 遠 足

元気いっぱい！

灯台の下で記念撮影

消防功労者定例表彰式

町 消防団員が賞を受章

５月２６日に三尾川小学校グラウンドで三尾川地区運

動会が開催されました。

三尾川地区運動会は近年、毎年春に開催しており、当日は

三尾川小学校児童、三尾川へき地保育所児童、保護者や多く

の地元住民の方が参加しました。 午前の部の終盤の「国体ダ

ンス」では、町のゆるキャラ「瀧之拝太郎」と紀の国わかや

ま国体マスコット「きいちゃん」が登場。切れのよいダンス

を披露し、会場を盛り上げていました。

【総務課】

瀧之拝太郎・きいちゃんが登場！

三 尾川地区運動会に
瀧之拝太郎が登場！

瀧之拝太郎・きいちゃんと一緒に国体ダンス

町の出来事

近畿自動車道紀勢線「すさみ～太地間」については、昨年の計

画段階評価に続き、本年度には実施環境整備としての現地調査等

を推進することが決定されました。これは、新規事業化に向けた

手続きが着実に進んでいることの表れです。今後も事業化に向け

国土交通省や県選出国会議員に積極的に働きかけていきます。

また、古座川町では平成25年度に内閣府の新規事業である「特

定地域再生事業」に取り組んでいます。この事業は、内閣府と古

座川町が直接協議しながら、今後の町の在り方、振興策について

方向性を決めていく事業であります。内閣府の御指導を受けなが

ら古座川町の将来について協議していきます。

【建設課・総務課】

紀伊半島一周高速道路の早期事業化の

実 現 に 向 け 一 歩


